
1．はじめに
筆者は，教頭職の次に 2013 年 4 月から 4 年間異動

により，新潟県教育庁文化行政課（新潟県立近代美術館

学芸課）において学芸員と共に美術教育の普及に従事し

た経緯がある。その際，「対話型鑑賞」の有効性を体感し，

教育現場でもっと普及させたいと思いを強くした。実際

に，美術館内はもとより，出前授業において依頼された

学校の教室へ赴き，子どもを対象として「対話型鑑賞」

を行い，鑑賞の楽しさや魅力を教員にも体感する機会を

設けてきた。作品の意味や技法，作者に関することなど，

美術の知識をもとにして作品と向かい合うのではなく，

作品に対する自分の見方，感じ方や考え方を他者と交流

しながら，その対話を通して鑑賞を楽しむ特徴がある。

拙稿（2016）1「考える力，表現する力，自己肯定感を

育むための鑑賞活動の試み」において，美術館所蔵作品

による鑑賞活動の取組や子どもの鑑賞活動における学び

について示してきた。

また，新潟県内において教員を対象とした「対話型鑑

賞研修会」を行い，参加した教員は子どもを見る際と同

様に，自分の見方や感じ方，考え方が決して全てではな

く，多様な見方があることにも改めて気づくことができ

た。さらに，多様な見方や感じ方を共有できると，お互

いに認められ，安心感につながり，言語活動も活発化す

ることを教員が体感することができた。

その効果や有効性を拙稿（2019）2「教師が変容する

研修の在り方に関する一考察－対話型鑑賞研修会におけ

る教師の変容事例から－」において示してきた。また，

小学校において朝学習の時間帯を活用し，カリキュラム・

マネジメント上でも極めて有効な「朝鑑賞」を実践し，

その効果を実感してきている。拙稿（2021）3「自己肯

定感を高め，生き生きと表現する子どもの育成に関する

教育実践研究」においても対話型鑑賞の効果や可能性を

校長として学校を管理運営しながら示してきた。

筆者は 2021 年 4 月より滋賀大学（教職大学院）へ赴

任させていただいているが，滋賀県内をはじめ日本全国

に教師教育の在り方や図画工作科の有効性や可能性も普

及していきたいと考えている。そのような折に，2021

年 6 月 10 日に滋賀県美術教育研究会第 1 回支部長幹事

会が滋賀大学附属小学校にて開催され，筆者は顧問とし

て初めて参加させていただいた。その自己紹介の際に鑑

賞教育の魅力に関わる話をさせていただいたところ，彦

根市立平田小学校加藤洋一校長先生よりご連絡をいただ

き，共同研究が開始されることとなった。

以下，滋賀県内の学校における「アート・カード（日

本文出版株式会社の教師用指導書に付随・40 枚 4 セッ

ト）」を活用した対話型鑑賞研修会の有効性や全校朝鑑

賞の取組の成果や課題について，先行研究や対話型鑑賞

や現在の教師に求められていること等について述べた後

に示していくことにする。

2．互いのよさや個性を認め尊重し合う子どもの育成と
図画工作科の教科特性について
「小学校学習指導要領（平成 29 年告示　解説図画工

作編）」の内容の取り扱いと指導上の配慮事項において，

次のように明記されている。

「（5）各活動において，互いのよさや個性などを認め

尊重し合うようにすること」として，「学習の過程にお

いては，友人と互いのよさや個性などを認め尊重し合う

ようにすることが重要である。そのためには，一人一人

の児童がよさや個性などを生かして活動できるように

し，友人の作品や活動，言動に関心をもつことができる

ような設定をすることが大切である。児童は個人で表現

していたとしても，自分と友人との関係の中で行ってい

ることとして自覚している。個性も，周りの友人達との

関係性の中で気付くものである。友人の作品や活動に目

が向くようにしたり，友人との交流の場面を設定したり
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するなどして，児童が自分や友人のよさや個性などに気

付くようにすることが大切である。そして，それを尊重

し合うようにするためには，教師が日頃から一人一人の

児童のよさや個性などを認め尊重することが重要であ

る。」4

このように，学習指導要領において学習設定に関する

留意点や教師の構えについても明記されている。学習指

導要領の特別活動編においても「互いのよさや個性」に

ついて記されてはいるが，教師の構えについて明記して

いるのは，図画工作科のみである。したがって，互いの

よさや個性を認め尊重し合う子どもの育成における教科

特性がすでに図画工作科には明記されているが，学習指

導要領の最後の第 4 章に記されていることもあり，学

校現場においては熟知されていない傾向がある。

3．対話型鑑賞に関する考え方について
改めて，本実践研究における「対話型鑑賞」に関する

考え方を述べていくことにする。これまでの筆者の美術

館勤務における経験やその後の学校現場における経験か

ら，対話型鑑賞は，特定の美術についての知識を介さず

に作品を楽しむ体験を他者と共有することを通して，自

己肯定感を育み，想像力や自分で考える力を育て，話す

力や他者の話を聴く力といったコミュニケーションの能

力や新しい意味や見方や感じ方を育みやすい活動と実感

している。

対話型鑑賞について，佐野（2011）は「対話型鑑賞

法は，美術作品について語り合うことで認知発達を促そ

うとするビジュアル・シンキング・ストラテジーという

鑑賞方法がもとになっている。」5 とその経緯について，

VTS がもとになっていると述べている。この VTS に

ついて，フィリップ・ヤノウイン（2015）は，「VTS は，

1991 年からニューヨーク近代美術館（略称：MoMA）

で始められた。」6 と述べている。このことから，この

対話による鑑賞法は，海外から 1990 年以降に導入され

たとされている。しかし，上野（2014）は「1970 年

代から行われていた対話による美術鑑賞の授業」7 とし

て，日本ではすでに 1973 年に中学校において≪モナ・

リザ≫の作品を用いて，対話型鑑賞が実施されていたこ

とを示しながら次の様に述べている。「この形式の授業

は，対話型鑑賞や対話式鑑賞，VTS（ビジュアル・シ

ンキング・ストラテジー）式鑑賞など様々な呼び方をさ

れ，授業の目的も質もさまざまである。」8 そして，そ

の基盤にあるものを次の様に述べている。「対話による

美術鑑賞の基盤にあるのは，美術作品にまつわる歴史や

作家の情報を教えることを中心にするのではなく，作品

に対する自分の見方，感じ方や考え方を他者と交流し，

対話を通して個々の見方を深めたり広げたりしながら集

団で意味生成することに重きをおくという考え方であ

る。」9 本稿では，この考え方をもとにしている。

4．先行研究とこれからの教育実践研究の概要について
「対話型鑑賞」を「朝鑑賞」として先行研究したのは，

三澤（2018）10，宮本・奥村・東良・一條（2020）11

である。三澤の「旅するムサビプロジェクト」から派生

した「朝鑑賞」が所沢市立三ケ島中学校に提案・実施さ

れることとなり，その成果や学力分析をルーブリック及

び質問紙を用いて奥村らが示し，資質・能力も向上した

という量的研究成果がある。

また，沼田（2018）12 が中学校校長として「朝鑑賞」

を土台とした授業改善・学校改革に関する効果について

記した研究報告がある。ただし，小学生を対象とした小

学校における「朝鑑賞」の研究は，持続可能で適切な題

材開発をはじめ，全国的にはほとんど実施されていない

状況である。

本教育実践研究では，教育政策動向を睨みつつ，「対

話型鑑賞（朝鑑賞）」やアート・カードを活用した鑑賞

活動における有効性を明らかにしていく。

具体的には筆者は彦根市立平田小学校より，全校「朝

鑑賞」に関する共同研究を依頼された。そこで，まず，

夏季休業中の 7 月 21 日に職員研修会「作品を見る・語

る　楽しく鑑賞する指導のアイデア」をさせていただき，

教師自身が鑑賞の魅力を体感することから始めた。

そして，2 学期が始まった 9 月に全学級において筆者

がファシリテーターとして子どもたちと対話型鑑賞をさ

せていただき，その様子を学級担任に見ていただいた。

その後，朝鑑賞が全校の全学級において，月に 1 回と

いう設定で開始されることとなった。

実は「アート・カード」や「対話型鑑賞」をほとんど

の教師が使用したことも体験したことがない状況があ

る。そこで，教師自身が鑑賞の魅力を体感しやすい研修

会をどのように行ったか，以下その留意点や方法を文部

科学省から現在の教師に求められていることを踏まえた

上で進めることとした。

5．現在の教師に求められていること
5-1　「主体的・対話的で深い学び」に関わって
「主体的・対話的で深い学び」に関わって，「アクティ

ブ・ラーニング」や「カリキュラムマネジメント」が提

唱されるもととなった「論点整理」には，次の「三つの

柱」の資質や能力の育成が掲げられている。

①　何を知っているか，何ができるか（個別の知識・技能）

②　知っていること・できることを，どう使うか（思考

力・判断力・表現力等）

③　どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送

るか（学びに向かう力，人間性等）13

①を習得して，②のように活用して，③のような人間

を育んでいく。各教科の垣根を越えて，教科横断的に育

んでいく。これが「三つの柱」の考え方である。そして，

教師には次の視点が求められている。

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で，問題

発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現でき

滋賀大学教育実践研究論集 第　4　巻 2022

72



ているかどうか。

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて，自らの

考えを広げ深める，対話的な学びの過程が実現できて

いるかどうか。

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み，自ら

の学習活動を振り返って次につなげる，主体的な学び

の過程が実現できているかどうか。14

以上の点から対話型鑑賞は，「ⅱ）他者との協働や外

界との相互作用を通じて，自らの考えを広げ深める，対

話的な学びの過程が実現できているかどうか。」の視点

においても，的確な教育活動となると考える。

教師は，学習活動を不断に見直し，改善し，子どもと

共に創造できる力がより一層求められている。その上で

最重要なのが，目の前の子どもや鑑賞に関して言えば，

子どもが表し作成した作品から子どもの想いを読み取

り，学ぶ姿勢である。その際，表現と鑑賞は本来一体の

ものであるが，できあがった作品のみを見る場合につい

ては，作品から新しい意味やものやことを読み取り，感

じたこと等を複数の教師で語り合うことで鑑賞の魅力を

体感し，多くのことを学び合う機会となる。鑑賞を通し

て教師自身の見方や感じ方，考え方を省察する機会が，

より一層求められていると考える。

6．対話型鑑賞研修会「作品をみる・語る楽しく鑑賞す
る指導のアイデア」の概要・実際

対話型鑑賞研修会は，図画工作科を専門にしている教

師は殆どいないため，いきなり対話型鑑賞を行うのでは

なく，まず，多くの作品が展示され，対話型鑑賞の発祥

の地でもある美術館に関するクイズ形式から始めた。

6-1　美術館に関するクイズ
Q1：日本に 「美術館（博物館）」 が初めてできたのは①～

③のいつ頃か？

① 明治，② 大正，③ 昭和

A1：① 1872 年（明治 5 年）

東京国立博物館は，湯島聖堂博物館の展覧場からス

タートした。

Q2：日本とアメリカをくらべると，どちらが早く美術

館ができたか？①～③のどれか？

① 日本，② アメリカ，③ 同じ

A2：③ 同じ 1872 年

日本で一番古い美術館・博物館は，1872 年（明治 5 年）

に創立した東京国立博物館，アメリカで一番古いのは，

東京国立博物館と同じ 1872 年創立のニューヨークにあ

るメトロポリタン美術館である。

Q3：美術館の歴史としては，両国ともできた年は同じ

だが，そこには大きな違いがあった。それは何か？

A3：東京国立博物館は，1872 年（明治 5 年）の湯島

聖堂博物館の展覧場からスタートし，アメリカの場合，

美術館は美術学校と一緒に創設されていた。すなわち，

美術館自体が学生も対象にした「教育の場」からスター

トしていたのである。日本の場合，美術館や博物館に子

どもに対する「教育」という認識が出てきたのは戦後の

ことで，いまだに，教育部門の比重が小さいようである。

これらは，蓑（2007）15「超・美術館革命ー金沢 21 世

紀美術館の挑戦」の文献をもとに作成した。

アメリカでは，学校の先生が子どもたちを美術館に連

れてきて説明したり絵のスケッチをさせたりしているよ

うな姿をよく見かけると言われている。小学校や中学校

の授業に美術館を日頃から利用し，美術の授業に限らず，

歴史や社会など，あらゆる授業に美術館を利用しており，

フロアに座った子どもたちに先生が授業するのは日常的

な光景となっている。

このことによって，子どもにとって美術館における鑑

賞活動は，公園と同じように自然に足を運ぶ楽しい場所

にもなっていると考えられる。まず，鑑賞に対する日米

間のスタート時の違いを再確認した。

そして，学校における教師の姿勢に関するポイント（子

どもの絵から見えてくること・留意したいこと，対話型

鑑賞・ギャラリートークのポイント等）について，奥村

（2010）16 や筆者のこれまでの経験をもとにしながら，

以下のように解説した。

6-2　子どもの作品からみえてくること・留意したいこと
作品鑑賞には当然子どもたちが絵が描いた作品も含ま

れる。そこで，子どもが描いた作品に対する留意点につ

いて次のような概要で解説した。

子どもは，子どもの理由で絵を描いている。絵は，子

どもの「世界」である。私たち大人は一度自分の見方を

脇において，子どもの絵を見る必要がある。その際，そ

の作品を描いた子どもの視点で見ることがとても重要で

ある。これは，出来上がった絵（作品）から制作過程の

プロセスを読み取って，表しながら子どもが何を感じた

り考えたりしたのかを探っていくことである。

「子どもの作品を見る」とは，作品から「子どもの声」

を聞くことでもある。その際，作品から離れて見るので

はなく，作者が制作していた時と同じ距離・位置に近づ

いて見るとその子の気持ちが分かりやすくなる。すると，

作者が表している時と同じ世界がみえてくる。同時にこ

れは，表している作者の目線・まなざしになる行為でも

ある。

例えば，絵の具やペンや鉛筆等の重なり具合から，そ

の子が表した順番がある程度みえてくる。同じ形や線の

繰り返しから，「この形がお気に入り」という笑顔がみ

えるような気持ちになる。何度も描き直した跡から，「こ

こ大変だったんだ」という作者の声が聞こえ，そのとき

の気持ちを感じやすくなる。

子どもの作品と対峙（鑑賞）するとき，次の視点で見

るように心がけると子どもの声が聞こえやすくなる。

①　作品に近づいてみる

②　描いた（表した）順番をたどりながらみる

③　作者の理由や気持ちを考えながらみる

現場の教師が知りたいのは，今，目の前の子どもが，

何を感じ，何を考えているかである。教師はそれをとら
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え続けることが日々の仕事といっても過言ではない。大

変であるがやりがいのあることである。

では，そもそも一体，何のために絵を描き表現するの

か。それは，上手な絵を描くためではなく，子どもの力

を伸ばすためである。そのためには，まず子ども自身が

何を描くのか，表現するのか主体的に決められる，ゆと

りと幅のある題材名がよい。そして，子どもが作品をみ

せにきた時，何と言葉をかけるか。作品が完成し子ども

が絵をみせにきた時，第一声としてどんな言葉をかける

か。（図 1）のように，「できたね！」これをつくったん

だと嬉しさを伝えることが大切と考えている。

図 1：研修会プレゼン資料 1

では，最上のほめ言葉は何か。それは，（図 2）のよ

うに例えば「あなたの作品をもっとみたいな～」，「この

作品を玄関に飾ってみたいな」等，作品を認め，作品を

共有しようする姿勢が大切と考えている。「ほめる」と

いう意識を捨てて，そのまま子どもを感じるように留意

したい。子どもの絵をみながら生まれてくる自分の気持

ちをそのまま口にするのである。

図 2：研修会プレゼン資料 2

このとき，（図 3・4）のように無理に「何か言おう」「ほ

めよう」とするよりも，「聞く」「うなづく」の方が望ま

しい。「ここ，どうしたの？」「なるほどね～」，「どんな

順番でつくったの ?」「そうかあ」自分をいったん脇に

おいて，子どもの想いを感じていく姿勢が大切である。

図 3：研修会プレゼン資料 3

図 4：研修会プレゼン資料 4

以上，教師が図画工作科の授業の際に留意していきた

いことについて説明したが，実はこのような教師の姿勢

は子どもの自己肯定感を高める上でも，図画工作科に限

らず全ての教育活動に通じていることと考えている。そ

して，次の様に対話型鑑賞のポイントについて説明した。

「作品を前にして，お互いの気づきを出し合う」

①　作品を見る

②　10 秒は待つ

③　受容する，認める

④　オウム返しや言い換えをする（どうして，どこをみ

てそう思ったのですか？等）

⑤　具体化する，位置づける

⑥　事実と意見を分ける

⑦　題名を考える（題名を隠しておく，等）

例えば，この作品をご覧ください。「何が見えますか？」

「時間，季節はいつですか？」「どんな声，音が聞こえま

すか」「この絵をみて，どんな気持ちがしますか？」「ど

んな題名が考えられますか？」「同じポーズをしてみま

しょう」「近づいて（離れて）みてみましょう」以上の

説明後，実際に以下のような対話型鑑賞を筆者がファシ

リテーターとなって行った。なお，「アート・カード」

の研修内容は紙面の関係上省略させていただいた。

6-3　調査方法・対象について
本調査では，研修会に参加している教師がどのように

対話型鑑賞を通して，新しい見方や感じ方を学び合って

いくのかを分析し，その意味や教師の変容を考察するこ

とを目指した。対象は研修会参加者教師である。

調査方法は，対話型鑑賞中における相互行為や会話を

観察単位とし，ビデオカメラ 2 台，デジタルカメラ 1 
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台を用いた周辺的・参与的な観察や，アンケート記録を

もとにして行った。そして，その行為の意味について相

互行為分析 17 やエスノメソドロジー 18 の手法を用いて

考察している。

【トランスクリプトの表記記号】

①［  ］： 参与者の発話がかさなりはじめている時点を

2 行以上にまたがる各括弧で示す。

②  ＝  ： 2 つの発話もしくは発話文が途切れなく密着

している事を示す。

③（  ）： 聞き取り不能な個所を示す。空白の大きさは

聞き取り不能な音声の相対的長さを示す。

④  ：：  ： 音声の引き延ばしを示す。コロンの数は引き

延ばしの相対的長さを示す。

⑤  ↑  ：発話の音調の極端な上昇を示す。

6-4 　教師の対話型鑑賞中における事例と考察
「アート・カード」を用いた鑑賞活動後に，21 名の参

加者全員で筆者がファシリテーターとなって，対話型鑑

賞を岡本太郎「顔」の作品を用いて 8 分間程で行った。

その際，やり方は様々な方法があるが，次の投げかけで

行った。

・何が見えますか？

・あなたなら，この作品に何という題名をつけますか？

実際に次のような対話型鑑賞中（表 1）における相互

行為・発話が記録された。

表 1：a（筆者），b, c, d, e 教諭，f 校長の相互行為・発話

対話型鑑賞が始まりすぐの場面である。筆者 a がファ

シリテーターとして 01:a「何が見えますか↑」と言っ

て尋ねると，b が 02:b「この辺が火に見えました」と

その部分を指しながら発言した。すかさず，a は 03:a「な

るほど（,）確かにそんな感じですね」と同意しながら言っ

た。すると，うんうんと頷く c の姿が見られた。さらに，

a が d に 05:a「いかがですか」と発言を促すと d は

06:d「羽を広げた鳥にみえます」といってスクリーン

の前で（図 5）のようにポーズをしてみせた。

すると，会場内は，あたたかな笑い声で包まれた。a は，

08:a「なるほど（,）確かに鳥にも見えますね。ありが

とうございました」と言い，さらに f に 09:a「いかが

ですか？」と促すと，f は 10: f「踊る女（,）こういう

感じでこれが頭で（,）こういうふうに」とスクリーン

の前で指し示しながら言うと，e が 11:e「あ : : 私もそ

う思います」と言った。さらに，f は 12: f「ここが胴体

で（,）シルエットが女性っぽい（,）ここが足ですね」

とさらに説明した。

図 6：自分が見えていることを説明する f 校長

以上の事例から，教職員が同じ作品を見ていても，一

枚の作品から，火，羽を広げた鳥，踊る女等，その見方

やイメージしているものやことは一人ひとり違っている

ことがわかる。しかも，その見え方が違っていても，誰

一人否定することもなく，確かにそのようにも見えると

自分自身の見方や感じ方，考え方を広げている姿が見ら

れた。このことから対話型鑑賞の場は，正解もなければ

不正解もない場であることが分かる。研修会に参加した

教職員は，対話型鑑賞の場は作品を見て，見えているこ

とや感じていることを率直に話せる状況や誰からも否定

されない安心感も培われていることを体感することがで

きた。

続いて，「あなたなら，この作品に何という題名をつ

けますか？」という問いに対する事例（表 2）を見てい

くことにする。

筆者 a が 01:a「この作品に何という題名をつけます

図 5：ポーズを示しながら説明する d 教諭

表 2：a（筆者），b, c, d, e, f, g, h の相互行為・発話
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か順番にどうぞ」と言うと，b が 02:b「湧き出るエネ

ルギ : :」と座席の順に発表した。a が 03:a「なるほど（,）

いいですね」と言うと，続いて座席順に順次 c は 04:c「灼

熱のダンス」，d は 05:d「私は（,）ファイヤ : : バ : : ド」，

e は 06:e「オリンピック女子体操決勝」，f は 07: f「舞

う女」,g は 08 :g「火に見えたんで（,）炎」と言って答

えた。さらに，h は 09:h「メラメラ」，i は 10 : i「火の鳥」

と言ってそれぞれイメージした題名を発表した。すると，

a は，11:a「どの題名も素敵ですね（,）ちなみに作者

の岡本太郎さんがつけた題名（,）知りたいですか↑」

と尋ねると，ほとんどの参加者が 12:al「はい」と答えた。

そこで，a は 13:a「岡本さんがつけた題名は顔です」

と言うと，（図 7）14:c「え : :」と作品を見ながら驚き

ながら言う声や 15:d「あ : :」と言う声があがる様子が

見られた。

図 7：作者がつけた題名を聞く時の様子

ここまでの事例をみていくことにする。表 2 の事例

が示すように，同じ作品をみていても，全員がそれぞれ

違った題名を思い思いにつけ，もちろん誰一人として他

者の考えた題名に対して，反対する人はいないことがわ

かる。したがって，対話型鑑賞中は，多様な見方や感じ

方が認められ，互いのよさや個性を発揮しやすい環境も

つくられていることが分かる。

実際に，この研修会後に参加した教師は次のように感

想を記していた。一部を示すことにする。

・ 鑑賞の学習がこんなにおもしろいと思いませんでした。本

当に私自身も頭をフル回転しながら絵と向き合っていたな

あと思いました。アートカードを使ったゲームもさっそく

取り入れてみながら，子どもたちの感性を一緒に味わって

みたいとも思いましたし，子どもへの声かけ，ほめ言葉に

ついても納得できました。

・ 自分がどう見るか，どう題名をつけるか，という見方は，

今まで作られた方，描かれた方の思いや考えばかりを思い

めぐらしていた私にとって新鮮で楽しかったです。

・ 楽しみつつ，友だちの意見を聞く，考えることの大切さを

教えていただきました。ぜひ，これから取り入れてやって

いきたいと思いました。

・ 楽しく学べる研修をありがとうございました。対話型鑑賞

は自分が感じたことを素直に発言できるので，誰もが参加

しやすい活動だと思いました。教師や友達が自分の考えを

認めてくれる場をつくることの大切さがわかりました。

・ 子どもが作品を見て自分の意見を言うことで認められる図工

の学びが思考力や自己肯定感を育むことにつながるというこ

とを初めて考えるきっかけになりました。作品づくりだけで

なく，その作品の意図をくみとることが大切だと思った。

・ 鑑賞活動は難しいものだと思っていましたが，アートカー

ドを用いると楽しみながら学習でき，子ども同士の会話も

増えてつながりが強まりそうだなあと思いました。ぜひ，

2 学期してみたいです。

・ 鑑賞活動はどうするといいのか分からないと思っていたの

ですが，2 学期さっそくやってみたいと思いました。青木

先生が「なるほど」「たしかに」といった聞き方をしてく

ださったので，私も子どもたちにそのような聞き方をした

いと思います。本日はありがとうございました。

・ 自分たちの見方・考え方を共有・共感でき自己肯定感を高

めることにもつながると思った。1 枚の絵で見えるもの，

時間などを出し合うだけで，こんなにも充実した対話がで

きるのだということが分かった。

・ 図画工作の可能性を感じさせてもらえた研修でした。今回

ご指導いただいた内容を 2 学期から実践し，子どもの「楽

しい」という気持ちを引き出しつつ，自分自身も楽しめた

らなと思いました。図画工作おもしろい！

・ 自己肯定感が高まるのは，なるほどと思った。否定されな

いことは，自分の意見を言うことにつながると思った。

・ どの活動も 2 学期取り組んでみたいものばかりだった。本

当に私自身も頭をフル回転しながら絵と向き合っていたな

あと思いました。アートカードを使ったゲームもさっそく

取り入れてみながら，子どもたちの感性を一緒に味わって

みたいとも思いましたし，子どもへの声かけ，ほめ言葉に

ついても納得できました。

・ アートカードの活用法が実際に体験してみて知ることがえ

できた。人それぞれ感じ方も違うので新たな発見がたくさ

んでした。ぜひ子どもたちとやってみたいです！！ありが

とうございました。

・ 「美術・図工」は「思考力をみがくための教科」ということ

が具体的に体験的に学ぶよい研修の機会となりました。本

校職員にとってもよい研修となりました。 （下線筆者追記）

以上このような研修会を行い，10 月から教師がファ

シリテーターとして朝鑑賞が実施された。

7．対話型鑑賞（朝鑑賞）の実際
7-1　調査方法・対象について

本調査では，対話型鑑賞（朝鑑賞）に参加している子

どもたちがどのように鑑賞を通して，新しい見方や感じ

方を学び合っていくのかを分析し，その意味や有効性を

明らかにすることを目指した。調査方法は，6-3 と同様

であるが，対象は子どもと学級担任である。

7-2　対話型鑑賞（朝鑑賞）における事例と考察
対話型鑑賞（朝鑑賞）はすべての学年・学級において

2 学期から実施された。本稿においては，中学年の 4 年

生の事例で示していくことにする。

2021 年 10 月 13 日（水）8:15~8 :30 の朝学習の時

間帯に学級担任による対話型鑑賞（朝鑑賞）が行われた。

4 年生において使用された作品は，小川芋銭の「畑のお

ばけ」（図 8）を投影したものである。月夜の山中を野

菜たちがユーモラスに歩いている不思議な作品である。

日本文教出版株式会社の教師用指導書に添付されている

「アート・カード」40 枚の中から毎回全学級担任がセレ

クトしている。
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図 8：4 年生の朝鑑賞で使用した作品

実際に次のような対話型鑑賞（朝鑑賞）中における相

互行為・発話（表 3）が展開された。

表 3：t（先生），a, b, al 子どもの相互行為・発話

8 時 15 分から朝鑑賞が始まって，これまで学級担任

の先生 t は「作品から何が見えますか」「どんな音が聞

こえますか」を尋ねていたが，最後に次の投げかけをし

た。01: t「この絵に自由にタイトルをつけるとしたらど

んなタイトルつけますか」と尋ねた。t は，02: t「a さ

んどうぞ」と指名すると，a は 03:a「野菜の群れ」と

答えた。すかさず，t は 04: t「野菜の群れ（,）なるほど : :

（,）何で野菜の群れとつけたん」とその理由を聞いた。

すると，a は 05:a「え（,）野菜がいっぱいあるから」

と答えた。その理由を聞くと，t は 06: t「あ : : なるほど : :

（,）他にどうですか」と言い，他の子どもの発言を促した。

そして，b さんが挙手したので，08: t「b さん」と指名

した。b は，09:b「野菜の遠足」とその場で席を立って

発言した。すかさず，t は 10: t「なんでそう思ったん」

と言って理由を促すと，b は 11:b「え : : と（,）きゅう

りは落ちて行ってるけど（,）山から頂上に行って : :（,）」

と山に遠足に行っているからという理由で答えた。再び

t は 12: t「え（,）どこどこ山ってどこ」と言って作品上

のどの部分が山だと感じたのか，教えてほしいと伝えた。

すると b は，自分の座席から作品が映っているモニター

の前まで移動し，14:b「山かなって思って : :」とその

場所を指さしながら説明した（図 9）。すると，学級内

のほとんどの子どもたちから，15:al「あ : :」と納得の

声があがった。続けて，b は 16:b「ここの頂上にいる

から」と付け足した。b の説明を聞いた t は，17: t「こ

れが頂上にいるかと思ったん（,）なるほど（,）ほな遠

足（,）いいね : :」と言う姿が見られた。

僅かな事例しか示せなかったが，この対話型鑑賞（朝

鑑賞）の場が，6-4 の教師が対話型鑑賞をした際と同様

に，不正解を一切気にせずに，作品を見て見つけたこと

や感じたことを思いのままに表現できる場になっている

ことが分かる。さらに，鑑賞する上で一人ひとりの見方

や感じ方は違い，不正解もないということが子どもたち

に浸透していることがわかる。発表した後に，その発表

内容について，誰も否定するようなことを言う子は一人

もいないのである。子どもたち一人ひとりが作品を見て，

描かれているものやイメージしたことを発言する，それ

を学級の子どもたちが受容する。この様なやりとりが自

然に行われることが，一見当たり前のようにみえるかも

しれないが，決して当たり前のことではないのである。

算数のようにはっきりとした正解もなければ不正解もな

い対話型鑑賞（朝鑑賞）の魅力的な特性を確認すること

ができた。

また，ファシリテーター役の t が，必要に応じて，

10: t「なんでそう思ったん」，12: t「え（,）どこどこ山っ

てどこ」と発言した子どもに，どこからそう思ったのか，

その根拠を問う質問をさりげなくしている。実は，この

問いかけが極めて重要で，子どもたちが感じた理由や根

拠を引き出し，言語化することによってお互いの考えの

交流を促し，お互いに納得し，認め合う関係性も培われ

ていることがわかる。したがって，対話型鑑賞（朝鑑賞）

中，教師は教える人ではなく，教えない人になり，発言

や思考を促しながら，子どもと子ども，子どもと作品，

子どもと教師を結び付けるボンドのような役割をする人

になることがわかる。ファシリテーター役の t が，子ど

もたちの発言をしっかりと受け止め，寄り添い，称賛し，

認めようとする言葉がけや姿勢がとても大切であること

も確認することができた。このような活動が多くの学級

で進められていた。朝鑑賞後に，子どもたちは次のよう

な感想を記した。一部を示すことにする。

・ 野菜が行列をつくった絵を見ただけで心がはずみま

した。

・ あの野菜たちはどこに行くのか気になりました。題

名を考えるのが楽しかったです。

・ 題名を考えた時，いろんな題名がうかんできておも

しろかった。

8．終わりに
対話型鑑賞（朝鑑賞）の最大の特徴は，学力の優劣が図 9：4 年生の対話型鑑賞（朝鑑賞）の様子
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大きく関係せず，誰もが平等に参加でき，思考力や表現

力を高めていくことができることにある。また，先生は

「教えない」人になり，そのかわり「問い」を投げかけ，

つなげていくファシリテーターとなる。

したがって，朝鑑賞中は，子どもは教師から知識を与

えられる側，知識を試される側という受け身の存在では

なく，問いに対して主体的に考え，他者の考えも取り入

れながら，自分で考えた「答え」を組み立てていく能動

的な存在となる。作品を提示し「何が見えますか？」「時

間は朝昼晩のいつ頃だと思いますか？」「季節はいつ頃

だと思いますか？」「どんな声や音が聞こえますか」「ど

んな題名をつけますか？」「どこからそう思いました

か？」等々，様々な投げかけから対話型鑑賞はスタート

する。

対話型鑑賞（朝鑑賞）中，子どもたちは「みる→考え

る→話す→聴く→みる→考える→話す→聴く」を繰り返

していく。そこには正解もなければ不正解もない。この

ような活動を繰り返す中で，同じ作品を見ていても，多

様な見方や感じ方があり，互いのよさや個性を発揮しや

すく，同時に認めやすい環境もつくられていく。それは，

朝鑑賞後の授業においても，意欲的に発言する子どもが

増えると同時に，お互いの話をしっかりと聞く姿勢も培

われていく。作品を見て，考えて，確かにそうだと肯定

する，受け入れるといった活動を繰り返していく中で，

子どもたちは，自他の多様な見方や感じ方，考え方を朝

鑑賞を通して培っていきやすいという有効性と可能性を

示してきた。今後も引き続き追究していきたい。

自分のよさや可能性を認められ，尊重された子どもは，

多様な価値を認める柔軟な発想をもち，他者と協働して

いくことができるようになると考える。より一層，子ど

もたちが互いのよさや個性を認め尊重し合うことのでき

る環境や対話型鑑賞（朝鑑賞）をはじめとした学習活動，

教育実践を様々な学校や関係機関と連携しながら追究し

ていきたい。
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